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1.　はじめに
　都市ごみ焼却施設は、環境負荷低減・エネル
ギー有効利用などの観点から、さらなる燃焼性
能の向上や安定した運転が求められている。昨
今では、低空気比燃焼技術や排ガス再循環シス
テムなどを用いた NOx等の有害ガス発生濃度
の低減に対する技術開発が特に進められている。
　当社は、これらの課題を解決するため、平成
24年から様々な方法を用い、低空気比や低
NOx運転実証を主なテーマとして機能向上を
図ってきた。本紙では、エバラ HPCC21型ス
トーカ炉において、さらなる排ガス再循環プロ
セスの最適化や燃焼性能の向上を図った結果に
ついて紹介する。

2.　設備概要
　低 NOxタイプの HPCC21型ストーカ炉の概
要を表 1に示す。本施設は、灰溶融設備を有す
る都市ごみ焼却施設であり、その排ガスを処理
するため、2段バグフィルタ方式を採用してい
る。排ガス再循環ガスは、誘引送風機後段から
分岐し、焼却炉内へ吹き込んでいる。
　図 1に本施設のフローシートを示す。
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表 1　施設の概要

図 1　施設フロー（竣工時）
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　NOx濃度低減の一般的な手法としては、無
触媒脱硝法（SNCR）、触媒脱硝法（SCR）、排ガ
ス再循環法（EGR）、燃焼制御などが挙げられ
る。当施設では竣工時から EGRと SNCRを併
用した施設として稼動し、継続的な EGRプロ
セスの最適化に取り組んできた。

3.　導入事例及び試験方法
　今回の試験に先立ち、1号炉の EGR及び二
次空気吹き込みラインを改造し、炉各部への
EGR及び二次空気の吹き込み量を自在に変え
た様々な運転パターンでの試験が行える設備と
した。
　各部位の運転パターンは、燃焼シミュレーシ
ョンを活用して事前に絞り込み、CO及び NOx
の同時低減が期待できる、いくつかの条件で確
認を行った。図 2に今回実施した条件に対応す
る代表的なシミュレーション結果を示す。なお
実証運転時は、炉内の熱負荷や燃焼状況の変動
による影響も確認できるよう、蒸発量一定制御
は使用せず、炉内の酸素濃度制御機能のみ活用
することとした。
　また、今回の結果をこれまでの運転状況と比
較するため、2号炉においても同じ時間帯の運
転データを採取した。2号炉では併設されてい
る灰溶融炉からの溶融排ガスが煙道入口で混合

されるため、溶融排ガスの流量及び NOx濃度
を考慮して測定結果を補正している。

4.　運転確認結果
　運転結果を表 3に示す。2号炉における従来
の EGRと SNCRを併用した条件（Run2-1、
2-2）では、空気比 1.3程度において NOx濃
度 50～60ppmの運転を維持している。一方、1
号炉における Run1-1、1-2では、EGRの最適
化とともに酸素濃度制御を用いたことにより、

図 2　燃焼シミュレーション結果（温度分布）

表 3　運転結果
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酸素濃度の制御幅は従来よりも安定し、CO濃
度も低減している。NOx濃度は約 33～38ppm
と良好な結果が得られ、従来型に比較し、さら
なる低 CO及び低 NOxを両立できることを確
認した。Run1-1、1-2と Run2-1、2-2で炉出
口温度が同程度であることから、炉内温度の均
質化や還元脱硝などの効果によるものと考える。
　図 3に Run1-1における運転トレンドを示
す。O2濃度、NOx濃度、CO濃度とも 1分デ
ータを示し、比較的安定した運転を維持してい
ることが確認できる。
　ごみ質の変化は、炉内の燃焼状況や熱負荷の
変化に影響を与え、それにより火炎形成が変化
し、局所高温場の発生や酸化・還元雰囲気の分
布に起因し、結果として NOx濃度が増減する
可能性が考察される。図 4は熱負荷の変化をボ
イラ発生蒸気量に置き換え、NOx発生量との
相関を示している。本データによると熱負荷が
変化しても、NOx濃度は概ね 40ppm程度を維
持し、負荷が変動している状況でも約 50ppm
程度に抑制されていることが確認できる。これ
らは、燃焼状況の安定化や EGRプロセスの最
適化などの効果によるものと考える。

5.　まとめ
　EGRプロセスの最適化により、触媒脱硝や
尿素噴霧などのユーティリティを使わずに、空

気比 1.22、NOx濃度 40ppm以下、CO濃度
10ppm以下の良好な運転が可能なことを確認
した。また、尿素噴霧による脱硝率は、モル比
0.45～0.5程度で約 50％の結果を得られること
が分かっているため、それを併用した運転を行
うことで、NOx濃度 20ppm以下での運転も可
能と考える。
　当社は、今回紹介した低 NOxタイプの
HPCC21型ストーカ炉を活用し、より環境負
荷の低い安心安全な施設運営を行うことで、廃
棄物処理行政へ広く貢献していく所存である。

参考文献）塚本ほか：第 37回全国都市清掃研
究・事例発表会（2016）

図 3　Run1-1 における運転トレンド

図 4　ボイラ発生蒸気量と NOx 濃度の相関
【Run1-1 （1min 毎データ）】
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